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3 節 国際放送
　国際放送は，世界の人々の日本に対する理解を
深め，国際的な文化・経済交流の発展を促し，ひ
いては国際親善と人類の福祉に貢献することを目
的としている。
　テレビ国際放送（NHKワールドTV）は，95年
4 月から，北米，欧州向けに開始した。98年 4 月
からは，デジタル化によって，アジア・太平洋地
域にも日本語，英語で 1日18時間の放送を開始し，
10月からは，ほぼ全世界向けに拡大した。
　99年 4 月からは，1日の放送時間を19時間とし，
10月からは24時間放送を開始した。
　01年 8 月には，送信衛星を変更して，それまで
受信できなかったアフリカ南部地域でも視聴が可
能となり，NHKワールドTVは世界中をカバーす
ることになった。08年10月に外国人向け放送の
NHKワールドTVは，英語化率100％を達成した。
また，邦人向け放送はNHKワールド・プレミア
ムチャンネルを活用して，国内放送のニュース・
情報番組に加え，娯楽を供する番組など，より多
彩な番組編成を実現し，ノンスクランブルでの新
しい放送を開始した。
　さらに，09年 2 月に番組改定を行い，NHKワ
ールドTVでは，英語ニュースを大幅に拡充し，
国際放送局に新しく作ったニュース専用スタジオ
から24時間毎正時に編成するとともに，日本やア
ジアの情報を伝えるさまざまな番組についても，
世界各地の好適視聴時間帯を強く意識した編成を
実現した。09年 4 月より外国人向けテレビ国際放
送の充実のために，新たに設立した日本国際放送
（JIB）と連携して，日本の魅力を伝えた。イン
ターネットでは，24時間動画配信を開始し，ニュ
ースと国際放送局制作番組を放送と同時に配信し
ている。
　テレビ国際放送は，13年 3 月末現在， 1 億
5,972万世帯が受信可能である。
　短波によるラジオ国際放送（NHKワールド・
ラジオ日本）は，35年に海外放送として開始した。
戦後に一時中断，52年に国際放送として再開した。
　日本語と英語で放送する「全世界向け放送」（ジ
ェネラル・サービス，一般向け放送）と，地域ご
との言語で放送する「世界各地域向け放送」（リ
ージョナル・サービス）と合わせて，07年度前半
期は22言語で， 1日65時間放送した。海外発信が
欧米を中心にラジオ短波放送からテレビにシフト
していくのに伴い，07年度後半期には，短波放送

の送信地域と送信時間を見直し，「全世界向け放
送」を廃止して，地域に応じた効率的な情報発信
を進めた。また，ドイツ語，イタリア語など 4言
語を廃止し，18言語に縮小した。
　一方，短波放送以外の新たな放送サービスとし
て，外国の放送事業者などが所有する送信施設を
借用し，中波・FM波による放送サービスを拡充
している。12年度は 7言語で 1日 4時間15分放送
した（短波と重複する時間を除く）。また，06年
度後半期より，衛星を使用したラジオ国際放送を
行っている。12年度は欧州および中東・北アフリ
カに向けて，英語・アラビア語など 8言語で，全
地域向けに日本語・英語など15言語で，合わせて
1日 6 時間放送した（短波，中波・FM波と重複
する時間を除く）。国際理解の促進を図るととも
に放送番組を補完する観点から，インターネット
により国際放送のニュース等の提供も積極的に行
っている。

放送番組の編成
　国際放送番組の編成は，年度ごとに「編集の基
本計画」で編成方針，重点事項など基本事項を定
める。この基本計画に基づき「放送番組編成計
画」を策定し，新番組の概要，編成時間などの具
体的な計画事項や，放送番組時刻表を定めている。
　国際放送番組審議会は，「基本計画」の諮問に
対して答申するなど，放送番組の適正を図るため
必要な事項を審議し，番組の編成や制作に役立て
ることを目的としている。

Ⅰ．国際放送の放送番組編集
の基本計画

　海外の視聴者からの投書，番組内容についての
モニターや短波の受信状況についての技術モニタ
ーの報告，各種の調査などを参考にしつつ，12年
度の番組提案を基に12年度の番組編成を検討し，
「平成24年度国際放送番組編集の基本計画」の原
案を策定した。原案は11年12月中旬の国際放送番
組審議会に諮問し，了承するとの答申を受け，12
年 1 月中旬の経営委員会で議決承認された。
　以下に原文どおり掲げる。年表示は西暦にし，
記号などは本書の方式に合わせた。

1．編集の基本方針

　東日本大震災からの復興への努力と，原発事故
収束への取り組みは，日本の将来を占うものとし
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て，世界中から強い関心が寄せられています。ヨ
ーロッパの債務危機は，広く世界経済全体に深刻
な影響を与えつつあります。東日本大震災，タイ
の大洪水は，グローバル化したサプライ・チェー
ンの現実を浮き彫りにし，世界は，自国のことだ
けでなく，世界中のことに関心を持ち関わってい
かなければ生きていけない時代を迎えています。
　新興国の勃興と世界の多極化は，経済そして安
全保障の側面でも，新たな競争をもたらしつつあ
り，世界の相互理解，協調と調和ある発展のため
にも，正確な情報の発信が重要な役割を担う時代
となりました。日本が国際社会で一層信頼される
地位を築くためには，日本発の国際放送の強化が
不可欠です。アジアの代表的な公共放送として，
民主主義の理念のもと，日本，アジアそして世界
の情報を，日本の観点から広く世界に発信するこ
とは，NHKが果たすべき使命です。
　東日本大震災に関する「NHKワールド」の報
道は，その速報性と冷静で多角的な視点が世界か
ら高く評価されました。世界からの注目を追い風
とし，12年度の「NHKワールド」は，復興と新
生に取り組む日本の姿を積極的に詳しく世界に発
信していくとともに，ニュースの強化と多様な番
組を通じて，日本の今，日本の魅力，そしてアジ
アや世界の動向を，正確に多角的に伝えていきま
す。

2．編集の重点事項と各波の編集方針

（1）テレビジョン国際放送
○NHKワールドTV（外国人向け放送）
・24時間英語ニュースの強化
　日本，アジアそして全世界に広がるNHKの取
材網から最新の情報を伝えるとともに，海外の視
聴者の生活時間を踏まえ，本格的な24時間英語ニ
ュースを目指し，日本の深夜にあたる時間帯のニ
ュースの拡充に着手します。
・質のさらなる充実へ
　番組のねらいやターゲットとする視聴者層をよ
り明確にしながら，内容の刷新やジャンルの充実
を図ります。また，国内放送向け番組と素材を共
有し，外国人向けに構成や演出を変えて制作する
新たなスタイルの番組を新設します。
・東日本大震災から復興していく日本の姿を海外
に発信
　東日本大震災からの復興に向け歩み始めた日本
各地の姿を，ニュースや番組で伝えていきます。
〔放送時間〕
　世界全域…1日23時間程度が基本

〔放送番組の部門別編成比率〕
　定時番組について，報道番組60％以上，インフ
ォメーション番組25％以上を編成します。
○ NHKワールド・プレミアム（在外邦人向け放
送）

・国内と同時に伝える最新のニュース・情報番組
　国内の主要ニュースや情報番組を中心に，週末
には震災からの復興に取り組む各地の表情を伝え
る番組を国内同時で放送し，最新の日本情報を届
けます。
・「安心」を支える情報
　海外で暮らす日本人や旅行者の重要なライフラ
インとして，内外で起きた大規模な地震，津波な
どの自然災害や，事件・事故などの緊急事態発生
時には速やかにニュースを特設するなど，的確で
迅速な情報の提供に努めます。
〔放送時間〕
　世界全域… 1日およそ 5時間
　北米・欧州地域等では地域衛星を使用し，各 1
日およそ 5時間の放送を実施
〔放送番組の部門別編成比率〕
　定時番組について，報道番組80％以上，インフ
ォメーション番組 5％以上，娯楽番組を若干編成
します。
（2）ラジオ国際放送
○NHKワールド・ラジオ日本
〔外国人向けサービス〕
・地域の特性に応じた多様な放送サービスの推進
　各地域の実情に合わせて放送枠を新設・移設す
るとともに，短波だけではなく中波・FM波や衛
星ラジオでの再送信やインターネットなど，地域
の特性に応じたメディアを積極的に開拓します。
また音声放送をテレビで受信する衛星ラジオに文
字や写真を付加する“見えるラジオ（Radio 
Vision）”のサービスも推進し，新しい聴取者の
獲得を目指します。
・ニュース・番組の充実
　災害などの緊急時には機動的な編成に努め，最
新のニュースを迅速・的確に伝えます。番組では
幅広い情報を多角的に伝えるなど，一層の充実を
図ります。
〔放送時間〕（ 1日あたり）
　17言語・合計…31時間55分
（短波25時間40分，中波・FM 4時間45分，衛星
ラジオ 1時間30分）
〔放送番組の部門別編成比率〕
　定時番組について，報道番組60％以上，インフ
ォメーション番組25％以上を編成します。
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〔在外邦人向けサービス〕
・最新のニュース・多彩な番組の提供
　国内の主要ニュース，時事番組，スポーツ中継，
音楽番組，ラジオドラマなどの番組を国内と同時
に放送し，日本の多彩な情報を伝えます。
〔放送時間〕（ 1日あたり）
　日本語…24時間
（短波20時間，衛星ラジオ 4時間）
〔放送番組の部門別編成比率〕
　定時番組について，報道番組60％以上，インフ
ォメーション番組25％以上，娯楽番組を若干編成
します。

3．インターネット

○NHKワールド・オンライン
・ホームページのさらなる充実
　世界中でいつでも身近に「NHKワールド」に
接してもらえるよう，コンテンツと機能の両面で，
NHKワールド・オンラインの魅力をさらに高め
ます。ニュースを中心にホームページの情報量を
大幅に増やすとともに，見やすさや検索機能を向
上・充実させます。
　各種モバイル端末へのアプリの開発と提供も積
極的に進め，ネット環境があれば，世界中で，い
つでもどこでも接触できる「NHKワールド」を
実現します。
・ライブストリーミングの拡充
　著作権処理の促進等により，NHKワールドTV
のライブストリーミングを大幅に増やすととも
に，視聴回数や視聴時間などを正確に把握し，ユ
ーザーのニーズに応えていきます。

Ⅱ．国際放送番組審議会
　12年度は11回開催された。会長の諮問に応じて，
「平成25年度国際放送番組編集の基本計画
（案）」について審議し答申したほか，定時番組，
特集番組などについても審議し放送番組の適正化
を図った。
　12年度の主な審議内容は次のとおり。
4月　「NHKワールドTV　パイロット番組のウ

ェブ調査」について
テレビ『NEWSLINE』について

5月　テレビ『J-MELO』『TOKYO FASHION 
EXPRESS』『imagine-nation』について

6月　「モニター報告を元にした定時番組の反響
分析（11年度後期分）」について
テ レ ビ『TOKYO　EYE』『MAPPING 

KYOTO STREETS』について
7月　「NHK ワールドTV 国内在住外国人視聴

者とのミーティング実施報告」について
テレビ『NEWSLINE』および『NEWSLINE
・リポート選』について

9月　「NHKワールド・ラジオ日本の番組およ
びネット展開について」
ラジオ『ラジオジャパンフォーカス』につ
いて

10月　「2012年度上半期受信環境整備の状況」と
「視聴実態調査の結果」について
テレビ『Asia Insight』および『Seasoning 
the Seasons』について

11月　「平成25年度国際放送番組編集の基本計画
（案）」について
テレビ『NEWSLINE』について

12月　「平成25年度国際放送番組編集の基本計画
（案）」について（諮問・答申）
テレビ『Science View 匠Special』につい
て

1月　「VIEWERS’ CHOICE 2012」の取り組み
について
テ レ ビ『journeys in japan』 お よ び
『Rising Artists』について

2月　「平成25年度国際放送番組編集計画」につ
いて
「We love Japanese songs！ 2013」の取
り組みについて
テレビ『NEWSLINE』および『NEWSLINE
・リポート選』について

3 月　「2012年 度 民 放 番 組 英 語 化　
BROADCASTERS’ EYEの放送」につい
て
テレビ『Kawaii International』について

番　組　制　作

Ⅰ．テレビジョン国際放送
（1）外国人向け放送
　24時間毎正時の英語ニュース『NEWSLINE』
は，日本国内の情勢を世界に伝えるのみならず，
国際情勢についても多角的に報道した。アメリカ
大統領選挙，中国新指導部発表，第46回衆議院議
員総選挙，北朝鮮のミサイル発射等国内外の重要
ニュースについては，放送枠の拡大や特設によっ
て機動的に伝えた。また，12年 2 月からは日本時
間の平日深夜・早朝時間帯の放送枠を28分に拡大
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し，平日は24時間毎正時28分化を実現した。
　定時番組では，国際放送独自制作の番組として，
『As i a I n s i g h t』『G r e a t G e a r』『Kaw a i i 
International』等を新設したほか，国内放送番組
と映像素材を共有し，外国人向けに構成や演出を
変えて新たに制作した番組として『Seasoning 
the Seasons』『SPORTS JAPAN』『TAKESHI 
Art Beat』等，計12番組を新設した。また，年度
を通じて随時，東日本大震災をテーマにした
『NHKスペシャル』『明日へ　支えあおう』を英
語化して世界に発信した。
　 特 集 番 組 は， 毎 週 の『WORLD TV 
SELECTION』枠を中心に多彩な番組を編成し
た。『The Future of iPS Cells: Shinya Yamanaka 
& Ian Wilmut in Discussion』『JOHNNYS’ 
World: Top of the J-Pops』では世界が注目する
日本人を取り上げたほか，アジアの放送局が制作
したドキュメンタリー番組を英語化した
『Documentary of Asia』，国内の民間放送局が
制作したドキュメンタリー番組を英語化した
『BROADCASTERS’ EYE』を放送した。
（2）邦人向け放送
　 1日およそ 5時間『NHKニュースおはよう日
本』『NHKニュース 7』『ニュースウオッチ 9』『ク
ローズアップ現代』などの報道番組に加え，
『NHKのど自慢』『バラエティー生活笑百科』な
どの娯楽番組を国内と同時に放送した。また，『サ
ラメシ』『うまいッ！』『明日へ　支えあおう』を
新設した。
　第46回衆議院議員総選挙の開票速報や，アルジ
ェリア人質事件関連の特設ニュース等を，国内と
同時で放送し，海外で暮らす日本人や旅行者に迅
速な情報を提供した。

Ⅱ．ラジオ国際放送
　12年度の外国人向け放送の放送時間は，17言語
合わせて， 1日当たり31時間55分。邦人向け日本
語放送の放送時間は， 1日当たり24時間。外国人
向け放送と邦人向け放送を合わせると，18言語で，
1日延べ55時間55分の放送を実施した。
（1）外国人向け放送
　外国人向け放送では，地域の実情に合わせ，ア
フリカ向け英語放送を聴取好適時間帯に移設した
ほか，スワヒリ語でFM波による新たな中継放送
を開始した。
　ニュースは，12年度も外国人向け放送では 9分
と14分のニュース枠を継続し，東日本大震災から

の復興，衆院選と安倍内閣発足，尖閣諸島や竹島
を巡る問題をはじめ，日本の視点を踏まえて世界
のニュースを伝えた。なお，『英語ニュース』『ス
ペイン語ニュース』『中国語ニュース』『ハングル
ニュース』『ポルトガル語ニュース』はラジオ第
2でも継続放送。
　『ラジオジャパンフォーカス』においては，通
年で学ぶ「やさしい日本語」，日本の最新事情を
伝える「テクノ&ビジネス」「日本の昔話」
「Welcome to Amazing Japan」等のコーナーを
放送した。英語放送では，リスナーとの交流を目
指す『Friends around the world』をラジオ第 2
と同時放送した。
　特集番組は，『世界の再生可能エネルギー最前
線』『We love Japanese songs！ 2013』『Voices 
from Tohoku』を放送した。また，日中国交正常
化40周年を記念して中国語放送初となる公開収録
『リスナーとともにin北京』を実施した。そのほ
か，ウルドゥー語放送で日本・パキスタン国交樹
立60周年を記念する特別番組をパキスタン国内で
初めて制作したほか，ヒンディー語放送では日印
国交60周年記念，ベンガル語放送では日本・バン
グラデシュ国交40周年を記念する特別番組をそれ
ぞれ放送した。
（2）邦人向け放送
　邦人向け放送においては，国際放送局が制作す
る日本語ニュースや海外安全情報に加え，国内の
主要ニュース，時事番組，スポーツ中継，音楽番
組，ラジオドラマなど，多彩な番組を国内と同時
放送し，リアルタイムで国内外の最新情報を伝え
た。このほか『地球ラジオ』『大相撲中継』『真打
ち競演』『上方演芸会』『第63回NHK紅白歌合戦』
等をラジオ第 1との同時放送および時差放送で行
った。また特集番組として『世界の再生可能エネ
ルギー最前線』を制作し，日本国内でも放送した。

◇主な特集・特別番組（テレビ，ラジオ）

4 月『TOMORROW beyond 3.11 Special: Put 
Our Hearts Together -Bob James is back 
in Japan-』（テレビ：英語）
『インド洋津波の恐れ』（テレビ：日本語字
幕ニュース，ラジオ：全地域向け日本語）
『特設ニュース「北朝鮮ミサイル発射」関
連』（テレビ：英語／日本語総合スルー，
ラジオ：日本語R1スルー）
『ABU デジスタ・ティーンズ　アジア映像
フェスティバル』（テレビ：英語）
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『imagine-nation Game Special』（テレビ：
英語）
『Harumi’s Family Cooking』（テレビ：英語）
『日米首脳共同会見』（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）

5月『 3月11日のマーラー』（テレビ：英語）
『沖縄復帰40周年記念式典関連』（テレビ：
日本語総合スルー，ラジオ：日本語R1ス
ルー）
『とっておきの宿坊を楽しむ！　和歌山県・
高野山　蓮華定院』（テレビ：英語）
『A Rediscovery of Japan Okunoto: Land of 
Forgotten Glories』（テレビ：英語）
『Forbidden Kyoto: Life as a TAYU -Diva 
beyond Geisha-』（テレビ：英語）

6月『帰ってこい！ふるさとの川へ　九頭竜川物
語 2　サクラマス編』（テレビ：英語）
『クロスロード・オキナワ～世界は沖縄をど
う見ているか～』（テレビ：英語）
『TOMORROW beyond 3 .11 Spe c i a l 
K I Z U NA  M a r i o S c h m i d t f r o m 
Germany』（テレビ：英語）
『Taking the Eco Lead in Asia』（テレビ：
英語）
『沖縄全戦没者追悼式』（テレビ：日本語総
合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『Sustainable Fishing Villages』（テレビ：
英語）

7月『L’Arc-en-Ciel Live at Madison Square 
Garden WORLD TOUR 2012』（全 2回）
（テレビ：英語）
『imagine-nation SP: ANIME EXPO 2012 
in Los Angeles』（テレビ：英語）

8月『August Chronicles』（テレビ：英語）
○原爆投下　活

い

かされなかった極秘情報
○封印された原爆報告書
○果てしなき戦線拡大の悲劇
○“大地の子”を育てて　中日友好楼の
日々

『平成24年広島平和記念式典』（テレビ：英
語／日本語総合スルー，ラジオ：日本語）
『平成24年長崎平和祈念式典』（テレビ：英
語／日本語総合スルー，ラジオ：日本語）
『全国戦没者追悼式』（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『Ultra-Trail Mt.Fuji The Ultimate Race』
（テレビ：英語）
『世界の再生可能エネルギー最前線』（ラジ

オ：17言語）
『journeys in japan -Special Edition- 
OHENRO』（テレビ：英語）
『フィリピン沖でM7.6の地震』（テレビ：英
語／日本語総合スルー，ラジオ：全地域向
け日本語）

9月『Harumi’s Family Cooking in Shimoda』（テ
レビ：英語）
『コスタリカ沿岸でM7.6地震』（テレビ：英
語／日本語字幕ニュース，ラジオ：全地域
向け日本語）
『Asia Insight “メコン大回廊”』（全 3回）（テ
レビ：英語）
『野田首相記者会見』（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『民主党代表候補共同会見』（テレビ：日本
語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『民主党代表候補　公開討論会』（テレビ：
日本語総合スルー）
『自民党総裁選　共同記者会見』（テレビ：
日本語総合スルー，ラジオ：日本語R1ス
ルー）
『自民党総裁候補　公開討論会』（テレビ：
日本語総合スルー）
『キッチンが走る！山形・庄内　秋の恵みを
味わい尽くす！』（テレビ：英語）

『民主党代表選』（テレビ：日本語総合スルー）
『AS IAN VO ICES “Mea s u r i n g Ou r 
Lives”』（テレビ：英語）
『Th e F u t u r e o f i P S C e l l s : S h i n y a 
Yamanaka & Ian Wilmut in Discussion』
（テレビ：英語）
『自民党総裁選』（テレビ：日本語総合スルー）
『自民党新総裁会見』（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『野田首相国連演説』関連（テレビ：日本語
総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）

10月『野田首相記者会見』関連（テレビ：日本語
総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『SUMO　海を渡る～激闘！欧州大陸相撲
選手権』（テレビ：英語）
『Globalization at a Crossroads From 
Tokyo to Tokyo』（テレビ：英語）
『Science View J-Innovators Special: Up 
Close with Japanese Craftsmanship』（テ
レビ：英語）
『MAPPING KYOTO STREETS SPECIAL
RAKUTO&RAKUCHU』（テレビ：英語）
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『カナダでM7.7の地震』（テレビ：英語／日
本語字幕ニュース，ラジオ：日本語）
『プロ野球 クライマックスシリーズ・日本
シリーズ』（ラジオ：日本語R1スルー）

11月『Anime Evo lut i on 009 RE :CYBORG 
Strikes a Global Chord』（テレビ：英語）
『アメリカ大統領選』関連（テレビ：英語／
日本語総合スルー，ラジオ：日本語R1ス
ルー）
『Itadakimasu！ Dining with the chef 
A u t h e n t i c J a p a n e s e C o o k i n g i n 
Hokkaido』（テレビ：英語）
『党首討論』（テレビ：日本語総合スルー，
ラジオ：日本語R1スルー）
『中国最高指導部人事』関連（テレビ：日本
語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『衆議院解散』関連（テレビ：日本語総合ス
ルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『相馬野馬追』（テレビ：英語）
『The Kamaishi Miracle』（テレビ：英語）
『SUMOは心でとれ　熱血親方とエジプト
人力士　奮闘の日々』（テレビ：英語）

『党首討論会』（テレビ：日本語総合スルー）
12月『衆議院公示』関連（テレビ：日本語総合ス

ルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『宮城県に津波警報』（テレビ：英語／日本
語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『The Spirit of Zen in a Japanese Garden 
Shunmyo Masuno’s latest project』（テレ
ビ：英語）
『オキナワとグアム～アジア・太平洋の戦後
の中で』（テレビ：英語）
『衆院選特集「迫る政治決戦　党首討論」』
（テレビ：日本語総合スルー，ラジオ：日
本語R1スルー）
『特設ニュース「北朝鮮ミサイル発射」関
連』（テレビ：英語／日本語総合スルー，
ラジオ：日本語R1スルー）
『Seasoning the Seasons: Journey of 12 
C a s t l e s Exp l o r i n g J a p a n’s C a s t l e 
Culture』（テレビ：英語）
『衆院選特集「党首　師走を駆ける～密着12
日間の熱き戦い」』（テレビ：日本語総合ス
ルー）
『衆院選2012開票速報』（テレビ：英語／日
本語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『衆議院総選挙列島ドキュメント』（テレビ：
日本語総合スルー）

『自民党総裁記者会見』（テレビ：日本語総
合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『ABU国際共同制作 CARE3　東北発☆未来
塾「観光のチカラ」』（テレビ：英語）

『小林賢太郎テレビ　ライブ　ポツネン in 
ヨーロッパ』（テレビ：英語）
『Rising Artists: Contemporary Artist  
Kotaro Sekiguchi』（テレビ：英語）
『VIEWERS’ CHOICE 2012』（テレビ：英語）
『民主党代表選』 関連（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『首相指名選挙』関連（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『安倍新内閣組閣』関連（テレビ：英語／日
本語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『第63回NHK紅白歌合戦』（ラジオ：日本語
R1スルー）
『ゆく年くる年』（ラジオ：日本語R1スルー）

1月『We love Japanese songs！ 2013』（テレビ：
英語，ラジオ：17言語）
『Seasoning the Seasons: Castles Traces of 
Wars, Fragments of Dreams』（テレビ：
英語）
『安倍首相記者会見』（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『Hometown Stories』（テレビ：英語）
○光る森　神秘の発光を追う
○思い出をきざむ～島の時計屋物語
○金とく　模索～原発ができなかった町で
『FOOD × POTTERY』（テレビ：英語）
『特設ニュース「アルジェリア人質事件」関
連』（テレビ：英語／日本語総合スルー，
ラジオ：日本語R1スルー）
『安倍首相・ユドヨノ大統領共同会見』（テ
レビ：日本語総合スルー，ラジオ：日本語
R1スルー）
『JOHNNYS’ World: Top of the J-Pops』（テ
レビ：英語）
『国会中継　所信表明演説』（テレビ：日本
語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）

2月『エネルギーシフトへの挑戦～エイモリー・
ロビンスからのメッセージ』（テレビ：英語）
『AMAZING ARTS OF JAPAN』（テレビ：
英語）
○EXTRAORDINARY BUDDHAS
○BEYOND REAL
『Documentary of Asia』（テレビ：英語）
○映像記録　市民が見つめたシリアの 1年
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○Angels of Troubled Paradise
○L a o W o m e n’s W e a v i n g S k i l l s 
Promotion

『ソロモン諸島でM8.0の地震，日本の太平
洋沿岸に津波注意報』（テレビ：英語／日
本語総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）

『北朝鮮で核実験』（テレビ：英語／日本語
総合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『Forb idden Kyo to : The Es sence o f 
KAISEKI Cuisine』（テレビ：英語）
『Itadakimasu！ Dining with the chef 
Rika’s Tokyo Cuisine in Thailand』（テレ
ビ：英語）
『国会中継「政府演説」』（テレビ：日本語総
合スルー，ラジオ：日本語R1スルー）

3月『The World of Edo Picture Books -Robert 
Campbell in Boston-』（テレビ：英語）
『第 2回 ABU デジスタ・ティーンズ　国際
大会』（テレビ：英語）
『心をひとつに～松田聖子&ボブ・ジェーム
ス　東北に歌う』（テレビ：英語）
『Tales of Love and Healing -Jakucho 
Setouchi’s Prayers-』（テレビ：英語）
『Voices from Tohoku』（ラジオ：17言語）
『ダボス会議2013 Citizen Power～“市民の
英知”が社会を変える』（テレビ：英語）
『安倍首相記者会見』（テレビ：日本語総合
スルー，ラジオ：日本語R1スルー）
『Rising Artists: Setting Music Free Dai 
Miyata, Cellist』（テレビ：英語）
『Documentary of Asia　ミャンマー　メデ
ィア大改革～報道の自由は実現できるか』
（テレビ：英語）
『BROADCASTERS’ EYE』（テレビ：英語）
○闘う先生（福島放送）
○笑って泣いて寄り添って（山口放送）
○鋼の絆～島原の鍛冶屋 5人兄弟（テレビ
長崎）

『ASIA MUSIC NETWORK』（テレビ：英語）

Ⅲ．インターネット展開

◇概況

　国際理解の促進を図るとともに放送番組を補完
する観点から，インターネットを通じて，国際放
送のニュース・情報番組等の提供を行っている。
インターネットは，従来のテレビ，ラジオと並ぶ

発信の 3つの柱と位置づけて，「NHKワールド
TV」や「NHK ワールド・ラジオ日本」のライ
ブストリーミングを実施するなど，有効利用を図
っている。

1．テレビ関連サービス

（1）ホームページでのサービス
　12年度，ホームページでは， 4月に「ブレイキ
ングニュース」による迅速なニュース掲載を開
始。また，IMF総会（10月），中国共産党大会（11
月），衆議院議員総選挙（12月），中国全人代（ 3
月），3.11特別企画（ 3月）など，独自インタビ
ューや動画などを，専用のニュースページを新規
に作成してホームページ上で連日発信した。
　特集編成については，12月放送の『VIEWERS’ 
CHOICE』， 3 月放送の『BROADCASTERS’ 
EYE』について特設ページを制作，スポット等
を転用した予告動画を紹介したほか，海外の視聴
者の声を集めるフォームを設け，寄せられた声の
一部を紹介した。
　12年度のNHKワールド・オンラインのホーム
ページのアクセス数は， 1億1,856万ページビュ
ーであった。
（2）ストリーミングでのサービス
　「NHKワールドTV」のライブストリーミング
（放送と同時のインターネット配信）は09年 2 月
から開始した。これは放送法第20条第 2項第 5号
に基づく業務である。12年度，「NHKワールド
TV」では，Android端末向け視聴アプリを開発
し，先行して提供していたiPhone，iPad向けアプ
リと合わせ，幅広い機器での視聴を可能とした。

2．ラジオ関連サービス

（1）ホームページでのサービス
　ラジオ日本では，テキストニュース，ニュース
動画なども公開している。概要は次のとおりであ
る。
○ニュース音声（18言語）
・ライブストリーミング（放送と同時配信）
・オンデマンドストリーミング
・ポッドキャスティング（日本語を除く）
○テキストニュース （10言語）
・ アラビア語，中国語，フランス語，インドネシ
ア語，ハングル，ポルトガル語，ロシア語，ス
ペイン語，タイ語，ベトナム語

　12年度は，上記10言語のニューステキストに写
真を掲載した。
・災害等 緊急時は随時更新
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○ニュース動画（中国語）
・ 1日 1回（月～金）更新 
○企画動画
・中国語　週 2回（火・金）更新
・ポルトガル語　週 1回（金）更新
○番組音声（18言語）
・ライブストリーミング（放送と同時配信）
・オンデマンドストリーミング
・公開期間は放送後 1週間
・日本語は『海外安全情報』（ライブ，および一
部時差／オンデマンド），『地球ラジオ』（ライブ）
のみ
○番組特設ページ（17言語）
・『やさしい日本語』
・『Let’s cook Japanese』（料理番組）
・『Welcome to Amazing Japan』（旅番組）
・『日本の昔話』（ 3言語）
（2）ストリーミングでのサービス
　ラジオ日本についても，放送法第20条第 2項第
5号に基づきライブストリーミングを提供，同 2
号に基づきオンデマンドで音声を提供している。
上記のホームページでの提供のほか，12年 6 月か
らiPhoneアプリで，ストリーミングとオンデマン
ドサービスを提供している。
（3）その他のサービス
　NHK読み上げ版携帯サイトに英語，中国語，
ハングル，ポルトガル語，スペイン語でニュース
を配信している。

広報・反響

Ⅰ．広　報

◇概況

　NHKワールドTVでのスポット放送に加え，各
国放送事業者等に番組情報の提供を定期的に行っ
た。また，12年 4 月に，ニューヨークおよびその
周辺でNHKワールドTVの24時間放送が始まった
時期に合わせ，集中的なプロモーションを実施し
た。一方，ラジオ日本では，リスナー層拡大を目
指し，海外でイベントを開催した。

◇PR

1．NHKワールドTV関連

（1）NHKワールドTVでのスポット放送
　定時番組と特集編成スポットを前年並みに実施

し，NHKワールドTV視聴者の定着を図った。
（2）各国放送事業者でスポット放送
　NHKで制作したスポットを，香港，フランス，
アメリカなどの事業者に定期的に提供して放送し
てもらい，NHKワールドTVの視聴を促進した。
このうち， 5月には，24時間放送開始直後のニュ
ーヨークで，NHKの震災関連番組のスポットを，
CNNなどのCM枠で集中的に放送した。また，13
年 3 月，認知度向上を図る試行として30秒のチャ
ンネルPRスポットを，イギリスの衛星放送Skyで
配信されている10チャンネルで放送。イギリスメ
ディア各社のビデオオンデマンドサイトやニュー
スサイトにも動画やバナーを出し，上記PRと連
動させた。
（3）インターネット
　NHKワールド・オンラインでは，従来の取り
組みに加え，ネットユーザーに対してフェイスブ
ックでNHKワールド公式アカウントを12年11月
より開始，毎日の見どころを発信した。
（4）新聞・雑誌等への広告掲載
　香港テレビガイド誌 2誌に継続的に出稿したほ
か，12年12月よりフランスの月刊誌への広告掲載
を開始した。また，ニューヨークでは，24時間放
送が始まった時期に合わせ，新聞 1紙（紙面，ウ
ェブ）へ広告を掲載した。
（5）イベント参加
　MIPCOMなどの番組見本市に参加し，各国放
送事業者にNHKワールドTV受信を促した。また，
Japan Expoなどの日本の文化やポップカルチャ
ーを紹介するイベントなどを活用し，若い視聴者
をターゲットにした広報に取り組んだ。
（6）受信公開
　成田国際空港の制限区域内にあるモニター10か
所で，NHKワールドTVの受信公開を継続した。

2．ラジオ日本関連

（1）インターネット
　ネットユーザーに対してはNHKワールド・オ
ンラインのRadio Highlightsと17言語ページにお
いて，重点番組等の告知を行った。
（2）イベント開催
　ポルトガル語放送では， 4月 1日にブラジルの
サンパウロにおいて，「日本語で歌いましょう」
の公開収録を実施した。会場には200人が集まり，
新たなリスナー獲得のためのPR活動も同時に行
った。
　ウルドゥー語とヒンディー語放送は，12年に日
本とパキスタン，およびインドが国交樹立60周年
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を迎えたのを記念して，ラホールとニューデリー
でリスナーを招き現地収録を実施するとともに，
60年を振り返るなどの特別番組を放送した。
　11月11日にはパキスタンの古都ラホールのスタ
ジオにリスナー11人を招いて，俳句とクイズで楽
しむリスナー参加型のイベントを開催。東京のス
タジオとも結んで双方向の収録を行い，そのもよ
うを放送した。
　12月23日にはニューデリーでリスナーイベント
を開催。インド各地から50人のリスナーが集まっ
た。会場では，ラジオ日本の番組を紹介しながら
日本の文化（盆踊り）を体験。また，事前にリス
ナーから募集した詩を来場者に朗読してもらうな
ど，来場できなかったリスナーの参加感も高める
イベントを展開した。
　また，中国語放送では初めての試みとして，13
年 3 月に北京の在中国日本大使館ホールで「リス
ナーとともにin北京」の公開収録を行い，大学生
などおよそ200人の参加者と交流，リスナー層の
拡大を図った。

3．NHKワールド全般　紙媒体等の展開

（1）紙媒体については，プロモーションプロ
ジェクトで印刷物ごとのターゲットについて検討
を重ね，4年ぶりの全面リニューアルを実施した。
海外放送事業者向けにNHKワールドの全体像を
紹介する「ガイドブック英語版」，国内向けの「ガ
イドブック日本語版」，在外邦人向けの「かんた
んガイド」，NHKワールドTVの番組表と番組内
容を紹介するパンフレット，ラジオ日本の周波数
表などを作成し，国内外のNHKほか，政府機関・
民間企業・各国日本人会などに送付し，NHKワ
ールドの広報に努めた。
（2）広報活動の一環として，「NHKワールドカ
レンダー」フォトコンテストを前年度に引き続き
NHKサービスセンターと共催した。12年度には
3,804点の応募があり，27点を受賞作品に選定し
た。これらの写真は，NHKサービスセンターが
制作する壁掛けカレンダーと卓上カレンダーのほ
か，受信報告に答えるためのベリカードなどに使
用した。カレンダーは，各国大使館・領事館，海
外の放送局，日系人協会，日本人学校などに配布
し，NHKワールドの広報を行った。
（3）13年 3 月，国内の外国語学習者を対象に，
NHK語学講座のテキスト18誌に広告を出稿した。
（4）11年度に引き続き，「海外赴任リロケーシ
ョンガイド」「帰国ガイド　到着から帰国まで
2012年度版」に出稿した。

◇モニター

　12年度は後期からテレビ番組モニターの強化を
行い，人数を 2割程度増員，条件を緩和しライブ
ストリーミング視聴を可として北米在住モニター
の比率を上げた。また，毎月の報告数を 4から 6
に増加，月 1本『NEWSLINE』の視聴を義務づ
けた。12年12月現在，テレビ番組モニター36か国
117人，ラジオ番組モニター33か国62人，ラジオ
技術モニター42か国57人という体制である。

Ⅱ．反　響

◇反響の周知と活用

（1）投書数
　NHKワールド・ラジオ日本への12年度の郵送・
Eメール・SMSによる投書数は 4万4,301件で，11
年度と比べて，2,722件の増加となった。
　NHKワールドTVへの12年度の海外からのEメ
ール等での投書数は8,552件となり，11年度と比
べて1,894件の増加となった。
（2）反響の活用
　テレビとラジオへの反響は，週 1回「反響メ
モ」としてまとめ，NHKイントラネットから閲
覧できるようにしている。また「NHKワールド・
ラジオ日本投書概況」「ラジオ日本モニター報
告」「NHKワールドTV海外番組モニター報告&
反響」を月 1回まとめている。これらは，国際放
送局の各番組担当者にフィードバックし，放送の
質のさらなる向上に役立てるとともに，考査室の
まとめる国際放送考査資料としても利用されてい
る。

技術・施設

Ⅰ．テレビの送受信
　「NHKワールドTV」は，英語による「外国人
向けテレビ国際放送」で，09年 2 月に専用スタジ
オを設け24時間毎正時ニュースを放送している。
09年12月には，標準画質の放送に加え，ハイビジ
ョンによる放送も開始した。放送はノンスクラン
ブル（無料）で，インテルサット社の 3つのCバ
ンド衛星を使い，ほぼ全世界をカバーしている。
受信には直径2.5メートル程度のパラボラアンテ
ナが必要なため，NHKでは，小型のアンテナで
受信できる放送衛星（Kuバンド）や地域の
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CATV，IPTVなどを通じて，より簡便に視聴で
きるよう受信環境の整備を進めている。12年度末
には，21機の放送衛星でおよそ130か国のエリア
をカバーし，約 1億6,000万世帯で視聴が可能と
なった。（図 1）
　「NHKワールド・プレミアム」は，「NHKワ
ールドTV」と同じ 3つのCバンド衛星で，海外
のCATVや衛星放送局などの放送事業者にNHK
の番組を有償で配信し，各事業者が提供する日本
人向けのテレビチャンネルである。
　「テレビジャパン」は，北米NCMA社（NHK 
Cosmomedia America, Inc．ニューヨーク）と欧
州NCME社（NHK Cosmomedia Europe Ltd．ロ
ンドン） 2社が，放送衛星（Kuバンド）等を使
って91年から実施している有料の邦人向けサービ
スである。NHKや民放の番組にスクランブルを
かけて放送している。
　「NHKワールド・プレミアム」と「テレビジ
ャパン」を使って， 1日およそ 5時間，ノンスク
ランブルの「邦人向けテレビ国際放送」を実施し
ている。

Ⅱ．ラジオの送信
　12年度，「NHKワールド・ラジオ日本」は，放
送対象地域のメディア状況に即した，一層効率的
で効果的な送信体制への移行を進めた。日本国内
（KDDI八俣送信所）からの送信をより聴取しや
すい時間帯に絞り込む一方，カナダやボネールな
ど海外中継局廃止の動きに合わせ，短波の送信体
制を見直し，中波やFM波，衛星ラジオなど新た
なメディアを使った送信を実施した。短波につい
ては，12年度前期，八俣送信所と12の海外中継局
から送信していた体制を，12年度後期には八俣と
10の海外中継局とした。また，中波・FM波によ
る中継放送を 9つの国と地域で行った。（図 2）
○八俣送信所
　送信機 6 台（300kW： 5 台，100kW： 1 台），
アンテナ18式（カーテン型：15式，水平LP型：
3式），25方向で送信。ラジオ国際放送を 1日44
時間10分送信した。このほか，海外の放送機関と
相互に送信施設を提供し合い放送する「交換中
継」として，カナダ放送協会（CBC）の国際放
送「ラジオ・カナダ・インターナショナル（RCI）」
の番組を 1日 2時間送信した。なお，交換中継に
よる送信は，CBC側の事情（短波放送終了）に
より，12年 6 月25日をもって終了した。
○海外中継

（1）カナダ中継放送
　86年10月に，サックビル送信所の250kW送信
機を借用し放送開始。88年からはCBCとの交換
中継とした。93年に借用中継を再開。12年度は，
北米（東部，西部），中米，南米向けに合わせて
7時間の送信（交換中継含む）を実施。送信所廃
止に伴い，12年10月27日をもって中継放送を終了
した。
（2）ギアナ中継放送
　88年 8 月から，モンシネリ送信所（南米・仏領
ギアナ）の300kW送信機などをラジオ・フラン
ス・アンテルナシオナル（RFI）との交換中継で
使用。06年10月，借用中継に変更。08年 3 月に中
継を中止した後，12年 8 月に再開した。12年度前
期（ 8月以降）は南米向けに 1日 1時間，後期は
北米（東部，西部），中米，南米向けに 1日 8 時
間送信した。送信所廃止に伴い，13年 3 月31日を
もって中継放送を終了した。
（3）イギリス中継放送
　92年 7 月から，スケルトン送信所などの500kW
送信機などを借用し放送。12年度は，前期，欧州
向けに 1日30分の送信を実施。
（4）シンガポール中継放送
　96年 4 月から，クランジ送信所の250kW送信
機などを使用し借用中継を実施。12年度は，東南
アジア，南西アジア向けに 1日10時間30分送信し
た。
（5）ダバヤ中継放送
　03年 4 月から，ダバヤ送信所（アラブ首長国連
邦）の500kW送信機などを借用し放送開始。12
年度前期は南西アジア向けに 1日45分，後期は欧
州および南西アジア向けに 1時間15分送信した。
（6）ボネール中継放送
　03年10月，ボネール送信所（オランダ領）の
250kW送信機を借用し放送開始。12年度前期，
中米，南米向けに 1日 6時間30分の送信を実施し
た。送信所廃止に伴い，12年10月28日をもって中
継放送を終了した。
（7）フランス中継放送
　08年 3 月30日，イスーダン送信所の500kW送
信機を借用し放送開始。12年度は，中東・北アフ
リカおよびアフリカ（中部，西部，南部）向けに
1日 8時間送信した。
（8）ドイツ中継放送
　08年 3 月30日，ヴェルタハタル送信所の500kW
送信機などを借用し放送開始。12年度は，中東・
北アフリカ向けに 1日 6時間の送信を実施。
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（9）ウズベキスタン中継放送
　09年 3 月29日，タシケント送信所の100kW送
信機を借用し放送開始。12年度は，中東・北アフ
リカ，南西アジア向けに 1日 2時間送信した。
（10）リトアニア中継放送
　10年 3 月28日，シトクナイ送信所の100kW送
信機（短波）を，11年 3 月27日には500kW送信
機（中波）を借用し放送開始。12年度は，欧州向
けに短波，中波それぞれ 1日30分の送信を実施し
た。12年12月，中波の送信出力を150kWに変更。
（11）マダガスカル中継放送
　10年 3 月28日，マダガスカル送信所の250kW
送信機を借用し放送開始。12年度は，アフリカ（東
部，中部，西部）および南西アジア向けに 1日 3
時間30分の送信を実施。
（12）チリ中継放送
　10年 3 月28日，チリ送信所の100kW送信機を
借用し放送開始。12年度は，前期，南米向けに 1
日 1 時間30分の送信を実施。送信所廃止に伴い，
12年 8 月12日をもって中継放送を終了した。
（13）パラオ中継放送
　12年 3 月25日，パラオ送信所の100kW送信機
を借用し放送開始。12年度，東南アジア向けに 1
日 1時間15分の送信を実施した。
（14）アメリカ中継放送
　12年 8 月12日，サイプレスクリーク送信所の
250kW送信機を借用し放送開始。12年度前期は
中米向けに 1日30分，後期は中米および南米向け
に 1時間の送信を実施した。
（15）アルメニア中継放送
　09年 3 月29日，国営アルメニア共和国送信セン
ターの1,000kW送信機（中波）を借用し放送開
始。12年度は，中東・北アフリカ向けに 1日30分
の送信を実施。
（16）モスクワ中継放送
　09年 3 月29日，ロシア国営送信会社の10kW送
信機（中波）を借用し放送開始。12年度は，モス
クワ市および周辺地域向けに 1日 1 時間送信し
た。
（17）タジキスタン中継放送
　11年 3 月27日，国営タジキスタン送信会社の
300kW送信機（中波）を借用し放送開始。12年
度は，欧州，中東・北アフリカおよび南西アジア
向けに 1日 1時間45分の送信を実施。
（18）インドネシア中継放送
　09年 3 月29日，インドネシアのFMラジオ局の
放送時間を借用し，放送を開始した。12年度は，
首都ジャカルタなど計35都市で 1日45分の送信を

実施。
（19）ヨルダン川西岸中継放送
　09年 4 月26日，パレスチナ自治区ヨルダン川西
岸地区のFMラジオ局の放送時間を借用し，放送
を開始した。12年度は，ラマラ，ジェニンの 2都
市で 1日30分送信。
（20）アフガニスタン中継放送
　10年 3 月28日，アフガニスタンのFMラジオ局
の放送時間を借用し放送開始。12年度，カブール，
ヘラートの 2都市で 1日30分の送信を実施した。
（21）バングラデシュ中継放送
　10年10月31日，バングラデシュの国営FMラジ
オ局の放送時間を借用し放送開始。12年度は，首
都ダッカなど計 7都市で 1日45分送信した。
（22）タンザニア中継放送
　12年 3 月25日，タンザニア放送協会（TBC）
のFMラジオ局の放送時間を借用し，放送を開始
した。ダルエスサラームなど計23都市で 1日30分
送信。
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